
太宰府市華道連盟

季節の生け花

生
徒
等
に
都
府
楼
跡
の
碑
の
謂
れ

語
る
教
師
の
熱
き
眼
差
し

　
　
　
　
　
　
青
山
／
磯
村
　
順
一
郎

交
番
に
止
め
ら
れ
て
ゐ
る

ミ
ニ
パ
ト
カ
ー

屋
根
に
大
き
な
赤
色
ラ
ン
プ
の

　
　
　
　
　
都
府
楼
南
／
猪
俣
　
泰
夫

関
東
は
桜
隠
し
の
雪
降
り
て

束
の
間
夏
日
に
翻
弄
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
五
条
／
大
穂
　
聡
子

何
様
か
新
聞
捨
て
て
立
ち
上
が
る

ア
メ
リ
カ
主
義
と
ユ
ダ
ヤ
選
民

　
　
　
　
　
　
　
御
笠
／
高
塚
　
茂
樹

幸
せ
を
分
け
合
ひ
含
む
さ
く
ら
ん
ぼ

　
　
　
　
星
ヶ
丘
／ 

柴
田
　
慧
美
子

星
の
降
る
ま
で
ど
く
だ
み
の
花
明
り

　
　
　
　
　
大
野
城
市
／
岡
井
　
由
里

毒
舌
の
中
に
住
め
る
や
油
虫

　
　
　
　
　
　
馬
場
／
今
長
谷
　
久
子

朝
掘
り
の
筍
並
べ
無
人
小
屋

　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
本
山
　
晴
子

筍
や
伸
び
る
早
さ
を
競
ひ
を
り

　
　
　
　
　
　
向
佐
野
／
内
田
　
典
子

筍
の
大
地
を
割
っ
て
出
で
に
け
り

　
　
　
　
　
星
ヶ
丘
／
江
里
口
　
幸
生

す
く
す
く
と
筍
伸
び
て
天
を
突
く

　
　
　
　
　
大
佐
野
台
／
金
丸
　
恵
子

筍
に
鍬
入
る
る
息
と
と
の
ふ
る

　
　
　
　
　
　
高
雄
台
／
川
路
　
泰
子

内
緒
話
耳
そ
ば
だ
て
て
ゐ
る
海
芋

　
　
　
　
　
観
世
音
寺
／
野
田
　
杉
子

逸
る
瀬
の
淵
に
山
女
の
影
走
る

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
工
藤
　
友
子

青
葉
風
涙
し
ず
か
に
乾
き
ゆ
く

　
　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
寺
田
　
恵
子

し
ま
ひ
風
呂
薄
濁
り
し
て
梅
雨
の
底

　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
彦
坂
　
正
孚

こ
の
道
を
一
つ
曲
が
れ
ば
夏
近
し

　
　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
髙
田
　
幸
子

そ
ら
豆
を
剥
く
一
つ
二
つ
三
つ
か
な

　
　
　
　
　
福
岡
市
／
北
川
　
朴
洋
子

帰
る
家
な
く
て
ひ
と
つ
ば
た
ご
香
る

　
　
　
　
　
福
岡
市
／
宮
津
　
英
里
子

婦
人
雑
誌
捲
れ
ば
生
き
る
知
恵
袋

　
　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
吉
田
　
敬
子

絞
っ
て
も
限
界
家
計
簿
の
悲
鳴

　
　
　
　
　
　
　
　
松
川
／
山
根
　
清

頬
寄
せ
る
赤
子
の
寝
息
ミ
ル
ク
の
香

　
　
　
　
大
野
城
市
／
高
巣
　
富
美
子

蝉
時
雨
今
日
も
エ
ア
コ
ン
守
り
神

　
　
　
　
　
　
通
古
賀
／
山
本
　
征
児

在
り
し
日
を
桜
の
下
に
想
い
出
す

　
　
　
　
　
　
　
五
条
／
安
枝
　
昭
雄

手
慣
れ
た
る
主
山
女
の
姿
焼
き

　
　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
平
野
　
香

夕
暮
れ
て
い
よ
い
よ
白
し
カ
ラ
ー
か
な

　
　
　
　
　
高
雄
台
／
荒
島
　
由
美
子

清
流
の
底
に
山
女
の
影
動
く

　
　
　
　
　
長
浦
台
／
徳
賀
　
美
智
子

真
夜
の
灯
を
灯
せ
ば
又
も
油
虫

　
　
　
　
　
　
　
馬
場
／
有
岡
　
和
砂

一
皿
の
華
や
ぎ
添
へ
る
さ
く
ら
ん
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
国
分
／
松
尾
　
満
子

連
れ
立
っ
て
母
と
辿
り
し
遍
路
道

四
国
の
山
辺
も
東
風
吹
く
頃
か

　
　
　
　
　
東
ヶ
丘
／
西
木
　
ミ
ヤ
子

太
宰
府
短
歌
会

太
宰
府
俳
句
会

持
永
　
真
理
子 

選

飛
梅
句
会

介
弘
　
紀
子 

選

宝
満
句
会

菅
井
　
久
美
子 

選

都
久
志
て
ん
じ
ん
句
会

佐
々
木
　
甘
露
子 

選

太
宰
府
川
柳
倶
楽
部

小
池
　
一
恵 

選

つ
れ

づ
れ
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스터디 카페（スタディカフェ）
太宰府市国際交流員

キム シンヒョン

金辛泫

　韓国には「스터디 카페（スタディカフェ）」と呼ばれる、静かに学習で
きるカフェが若者を中心に支持されています。一般的なカフェと異な
り、会話や通話が制限されている「サイレントゾーン」やオンライン会
議ができる「パソコンゾーン」などに分かれています。
　スタディカフェは一人用のブース席が多く、間接照明や仕切りも工夫
されWi-Fiやコンセントを完備するなど、快適な環境が整っています。
一部の店舗ではロッカー・プリンター・無料のドリンクバー・簡単な軽
食まで提供されて、まさに“勉強に特化したカフェ”と言えるでしょう。
　利用金額は地域や施設によって異なりますが、１時間あたり約150
～300円が相場です。お得なパッケージや１日利用、月額プランもあっ
て使い方に合わせて選べます。「家
だとついだらけてしまう」「自習室
は雰囲気が固いからいや」「普通の
カフェは騒がしくて集中できな
い」そんな悩みを持つ人におすす
めです。

花材：
ハラン、ドラセナゴッドセフィアナ、
アンスリウム、パンダ

嵯峨御流原　博子
はら ひろ   こ

スタディカフェの様子

bunka-g@city.dazaifu.lg.jp
問い合わせ　 文化学習課　文化学習係　☎（９２１）２１０１　　（285）2631

プラム・カルコア太宰府（中央公民館）からのお知らせ
FAX

陸上自衛隊 第４音楽隊「ふれあいコンサートin太宰府」
日時　８月23日㈯午後２時～４時予定（30分前開場）　
場所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）市民ホール
対象　３歳以上　　応募期限　７月17日㈭(必着)※応募多数は抽選　　　応募方法　往復はがき・申込フォーム ▼

11273ページID

小・中学生対象 『ピアノ連弾のヒミツ♡』　
日時　８月10日㈰午後２時～（45分程度） 
場所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）市民ホール
対象　小・中学生（保護者の見学可）　　定員　30人　　　参加費　無料　　
申込期間　７月１日㈫午前10時から定員になり次第終了 　申込方法　申込フォーム ▼

42248ページID

太
宰
府
の
文
華
〜
公
文
書
館
だ
よ
り
　
　
〜

　
明
治
新
政
府
で
岩
倉
具
視
と
と
も
に
副

総
裁
と
な
る
三
条
実
美
は
、
太
宰
府
と
大

変
縁
深
い
人
物
で
す
。
摂
関
家
に
次
ぐ
家

格
の
出
身
で
あ
る
実
美
は
、
幕
末
の
京
都

で
攘
夷
派
公
卿
の
先
頭
に
立
つ
存
在
と
な

り
ま
す
。
人
望
が
厚
か
っ
た
父
・
三
条
実

万
の
遺
志
を
継
い
で
、
文
久
期
の
京
都
の

政
局
を
強
烈
に
リ
ー
ド
し
ま
す
が
、
ほ
ど

な
く
起
こ
っ
た
文
久
３(

1
8
6
3)

年
８

月
18
日
の
政
変
で
京
都
を
追
わ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
実
美
は
他
の
公
家
と
と
も
に
太

宰
府
ま
で
落
ち
延
び
、
許
さ
れ
て
京
都
に

戻
る
ま
で
の
３
年
間
を
太
宰
府
で
過
ご
し

て
い
ま
す(

五
卿
落
ち)

。

　
さ
か
の
ぼ
っ
て
安
政
５(

1
8
5
8)

年

６
月
19
日
、
大
老
・
井
伊
直
弼
が
勅
許
を

得
ず
に
日
米
修
好
通
商
条
約
に
調
印
し
、

朝
廷
で
大
問
題
と
な
り
ま
す
。
こ
の
時
、

前
の
内
大
臣
・
三
条
実
万
が
中
心
と
な
っ

て
、
井
伊
大
老
に
反
感
を
持
つ
水
戸
藩
を

巻
き
込
み
、
天
皇
の
命
に
よ
り
幕
府
に
内

政
改
革
や
海
防
な
ど
を
行
わ
せ
よ
う
と
画

策
し
８
月
に
こ
れ
を
密
勅
と
し
て
下
す
こ

と
に
成
功
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
幕

府
は
朝
廷
内
の
憤
懣
や
反
井
伊
勢
力
を
抑

え
込
む
た
め
、
密
勅
を
下
す
の
に
関
わ
っ
た

者
た
ち
の
検
挙
を
開
始
。
三
条
家
で
も
逮

捕
者
が
相
次
ぐ
事
態
と
な
っ
て
し
ま
い(

安

政
の
大
獄)

、
実
万
は
京
都
を
離
れ
、
隠

れ
て
暮
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
実
万
の
失
脚
後
、
実
美
は
し
ば
し
ば
父

の
元
に
書
状
を
送
り
、
そ
の
境
遇
を
慰
め

て
い
ま
す
。
安
政
６
年
４
月
に
は
実
万
に

落
飾
と
謹
慎
が
命
じ
ら
れ
、
状
況
は
さ
ら

に
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん
な

中
、
実
美
は
著
名
な
歴
史
物
語
『
大
鏡
』

の
中
に
、
菅
原
道
真
が
自
身
の
潔
白
を
詠

ん
だ
歌
「
海
な
ら
ず
た
た
え
る
水
の
底
ま

で
も
　
清
き
心
は
月
ぞ
照
ら
さ
む
」
を
見

い
だ
し
、
現
状
と
重
ね
て
父
を
励
ま
し
ま

し
た
（
内
藤
一
成
著
『
三
条
実
美
』)

。

　
そ
の
後
に
実
万
は
病
に
か
か
り
、
９
月

に
は
実
美
自
ら
父
を
見
舞
い
ま
す
が
医
師

の
見
立
て
は
厳
し
く
、
翌
10
月
に
自
宅
に

戻
さ
れ
て
か
ら
ほ
ど
な
く
し
て
亡
く
な
り

ま
す(

『
三
条
実
美
公
年
譜
』)

。
以
後
、

実
美
は
父
の
遺
志
を
継
ぐ
攘
夷
派
と
し

て
、
京
都
で
冒
頭
の
活
躍
を
見
せ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
自
身
も
父
と
同
じ
く
政

争
に
敗
れ
て
京
都
を
離
れ
、
さ
ら
に
西
へ

下
る
と
い
う
苦
難
の
日
々
を
送
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
時
、
か
つ
て
父
の
心
中
を
思
い

や
っ
て
書
き
送
っ
た
、
道
真
の
歌
を
自
身

に
も
重
ね
、
実
美
は
身
の
潔
白
を
「
月
よ

照
ら
せ
」
と
ば
か
り
に
祈
り
な
が
ら
太
宰

府
ま
で
や
っ
て
来
た
の
で
は
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
太
宰
府
市
公
文
書
館
　
藤
田
　
理
子

菅
公
に
重
ね
た
想
い

　
〜
三
条
実
美
、
父
へ
の
手
紙

135

い
わ
く
ら
と
も 

み

ふ
ん
ま
ん

ら
く
し
ょ
く

せ
い

あ
ん

ね
ん  

ぷ

す
が
わ
ら
の
み
ち
ざ
ね

お
お
か
が
み

な
い 

と
う 

か
ず 

な
り

た
い
ご
く

じ
ょ
う 

い
　は
　

 

く 

ぎ
ょ
う

く
　げ

ご 

き
ょ
う  

お

い
　い 

な
お
す
け

み
っ 

ち
ょ
く

ち
ょ
っ 

き
ょ

さ
ん 

じ
ょ
う 

さ
ね

つ
む か

ん  

こ
う

さ
ん  

じ
ょ
う  

さ
ね  

と
み

ふ
じ 

た

ま
さ 

こ
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プラム・カルコア
文化芸術振興事業

【ホワイエＬＩＶＥ】－Ｖｏｌ．11－開催
日時　７月30日㈬午後０時30分～（20分程）　場所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）２階ホワイエ
出演者　Kazoo[和(かず)]　　曲目　沖縄の民謡・ポップス（予定）　

31885ページID

第46回市民文化祭作品出展・ステージ出演者募集
日程　11月２日㈰、３日（月・祝）　
申込方法　申込書を記入して実行委員会事務局(文化学習課)の窓口へ　　申込締切　７月31日㈭午後５時

2775ページID

入場無料

全席指定・要入場券（無料）

夏休み

特別企画
！

出演者　ピアノデュオ デュエットゥ ▼
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